
エックス線画像診断での確定、しにくい場合にはCT画像で横隔膜ヘルニアと診断します。治療は、外科手術で裂けた部分を縫い合わせ
るのが一般的です。原因となるケガの場合は、散歩では必ずリードをつけて交通事故を防ぐ、室内の階段に柵をつけて階段からの落下
を防ぐ、など飼い主さんの心がけである程度予防できます。一方、先天的な異常は防ぎきれないため、早期発見が重要です。健康診断で
行った画像診断で発見されることも多いので、若いうちに獣医師に相談して、画像診断を受けておくといいでしょう。


